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第2回クリーン作戦実施
～小野中生と地域をきれいに～

進路を知る
大学・専門学校・企業見学

10月16日（火）、小野中学校と合同で地域の清掃活動を

行いました。クリーン作戦は、学校周辺や群馬藤岡駅、北藤

岡駅の清掃を通して地域とのつながりを感じ、ボランティア

精神を育むことを目的としています。生徒たちは1時間にわ

たり、除草作業やごみ拾いに取り組みました。
北藤岡駅で清掃活動をする生徒

10月11日（木）、１・2年生を対象に大学・専門学

校・企業見学会を実施しました。各生徒が希望見学先を選

択し、1年生は主に県内の大学、2年生は東京・埼玉の大学

や専門学校・県内の企業を見学しました。

各学校では、施設の見学や模擬講義を受けることができ、

進学先を考える良いきっかけになったようです。企業見学

では、事業の説明や施設見学を通して身近な製品がどのよ

うな理念をもって、どのような行程で作られているのか知

ることができました。

群馬県立県民健康科学大学を見学した吉野舞香さん（高

南中出身）は、「新生児看護の体験や模擬講義を受け、難

しい内容もあって、勉強を頑張らないといけないと思いま

した。実際に大学に行ってみて、改めて看護師になりたい

という思いを強くしました。」と感想を述べてくれました。

太田情報商科専門学校と上毛新聞社を見学した水井玲花さ

ん（小野中出身）は、「専門学校では、様々な学科があり

資格をたくさん取れることがわかりました。就職するとき

に役立つと思うので、学校を選ぶときの参考にしたいです。

上毛新聞社では、新聞の作り方や仕事をする上での責任を

知ることができました。」と語ってくれました。

進路について考える良い機会となり、今後の高校生活を

どのように過ごすか考える1日となりました。



新体操部
国体出場

なぎなた部
国体出場

陸上競技部
関東大会出場

9月2２日（土）、23日（日）

に県高等学校新人陸上大会が正田

醤油スタジアム（前橋）で開催さ

れ、美細津佳菜さん（小野中出身）が女子ハンマー投げで

第1位、浅井大夢くん（富岡西中出身）が男子5000mで

第4位に入賞しました。美細津さんと浅井くんは、10月

20日（土）、21（日）に山梨県で開催された関東高校選

抜新人陸上に出場しました。

10月5日（金）～7日（日）に福

井県で開催された国体に、鈴木萌花

さん（宮郷中出身）と八木彩花さん

（藤岡西中出身）が群馬県代表として出場しました。八木

さんは「自分の演技に対して納得いかない部分もあります

が、振り返ってみると初出場の国体を楽しむことができま

した。強い選手が集まる大会で勉強になったことが多くあ

りました。」と感想を述べてくれました。

10月７日（日）、８日

（月）に福井県で開催され

た国体に、養田夢叶さん

（深谷幡羅中出身）と野中暖子さん（小野中出

身）が群馬県チームの一員として参加しました。

養田さんは「個人競技では悔しい思いをしまし

たが、団体競技では力を出すことができました。

国体は、他の大会

とは違う特別な雰

囲気があり、そこ

で演技できたこと

は良い経験になり

ました。」と語っ

てくれました。

10月１２日（金）に

校内球技大会が開催され

ました。学年に関係なく

全クラス対抗で、バスケ

ットボール、バレーボール、ドッジボール、フットサル、卓球、

ソフトボールの試合が繰り広げられました。

大会結果は、３年生のクラスが１位から３位までを独占し、

力を見せつける結果となりました。

優勝した3年3組の井上和叶さん（鬼石中出身）は、「チーム

で作戦を練り、それを本番で実践できたことが優勝の一因だと

思います。いつも以上にクラスがまとまって、気合いが入って

いる人が多かったです。優勝の発表を聞いてびっくりしたけれ

ど、高校生活最後の球技大会で優勝できてうれしいです。」と

笑顔で語ってくれました。

どのクラスも一丸となって試合に臨み、生徒の真剣な顔や笑

顔が多く見られた一日でした。

国体に参加した養田さんと野中さん


